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資料３ 

循環型社会に関する意識・行動調査結果 

 

1．調査の概要 
 

調査目的： 「循環型社会形成推進基本計画」（平成 20 年 3 月）の取組指標として掲げられて

いる「循環型社会形成に向けた意識・行動の変化」の実態を把握し、今後の施策

の参考とする。 

調査項目： （1）循環型社会に関連する一般的な意識（問 1～問 3） 

（2）日常生活と循環型社会に対する意識（問 4～問 11） 

（3）循環型社会に関連する施策等への意識（問 12） 

（4）グリーン購入に対する意識（問 13～問 17） 

（5）環境関連のその他の事柄に対する意識（問 18～問 21） 

（6）この 1 年間での意識の変化（問 22～問 27） 

※調査設計にあたっては、経年比較ができるように昨年度調査をベースとしたが、

今年度は「この 1 年間での意識の変化」の項目を新たに設け、6 問を新たに追

加した。また、「グリーン購入に対する意識」についても、新たに 4 問（問 14

～問 17）を追加している。 

調査対象： （1）母集団：全国 20 歳以上の男女 

（2）抽出方法：地域区分別に、平成 22 年度国勢調査の人口比率を反映して調整 

調査時期： 平成 23 年 11 月 14 日（月）～平成 23 年 11 月 15 日（火） 

調査方法： インターネット調査 

回収結果： 有効回答数：1,096 人 

 

 

＜回答者の属性＞ 

性別 男性 48.4％ 女性 51.6％ 

年齢 

20 歳代 

40 歳代 

60 歳代 

13.6％ 

16.0％ 

17.5％ 

30 歳代 

50 歳代 

70 歳以上 

17.2％ 

15.8％ 

19.9％ 

居住地域 

北海道 

関東 

近畿 

四国 

5.3％ 

31.7％ 

15.9％ 

4.0％ 

東北 

中部 

中国 

九州・沖縄 

7.6％ 

17.7％ 

6.6％ 

11.3％ 
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4．設問別の調査結果 

今年度調査結果をまとめるとともに、昨年度調査結果と比較可能な設問については、比較結果を整

理した。また、年齢や性別による差が顕著なものや、今年度新規に追加した項目である「この 1 年間

での意識の変化」については、クロス集計結果も掲載している。 

 

（1）循環型社会に関連する一般的な意識 

 

設問・今年度調査結果 結果概要 

問 1 あなたはごみ問題にどの程度関心があります

か。 
 
・「非常に関心がある」、「ある程度関心が

ある」の合計は 81.2%と高い水準で継続

している。 
 

非常に関心

がある
13.6%

ある程度
関心がある

67.6%

あまり

関心がない
15.7%

まったく

関心がない
2.0%

わからない
1.1%

N=1096

 

過
年
度
調
査
と
の
比
較 

13.6%

15.6%

15.1%

17.8%

67.6%

68.2%

67.0%

68.3%

15.7%

13.3%

14.3%

11.2%

2.0%

1.8%

2.2%

1.3%

1.1%

1.1%

1.4%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23年度調査

H22年度調査

H21年度調査

H20年度調査

非常に関心がある ある程度関心がある あまり関心がない

まったく関心がない わからない
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過
年
度
調
査
と
の
比
較
・
年
齢
別 

10.1

7.4

8.0

6.9

18.2

27.1

5.5

15.5

11.3

12.1

17.2

25.9

9.6

6.6

15.0

9.6

26.9

22.9

62.4

61.9

69.7

72.8

70.3

67.9

62.6

58.7

67.9

73.6

74.0

67.2

59.6

67.7

62.3

78.4

64.7

69.3

24.8

20.1

20.6

19.7

9.4

4.1

25.3

18.7

19.6

11.5

7.0

6.3

22.3

19.2

18.0

10.8

8.4

7.2

2.0

6.9

0.6

1.0

4.4

5.2

1.6

0.5

5.4

2.4

4.2

0.7

3.7

1.0

2.2

1.9

0.6

1.1

3.0

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳（n=149）
30～39歳（n=189）
40～49歳（n=175）
50～59歳（n=173）
60～69歳（n=192）
70歳以上（n=218）
20～29歳（n=91）

30～39歳（n=155）
40～49歳（n=168）
50～59歳（n=182）
60～69歳（n=215）
70歳以上（n=189）
20～29歳（n=166）
30～39歳（n=167）
40～49歳（n=167）
50～59歳（n=167）
60～69歳（n=167）
70歳以上（n=166）

H
23

年
度

調
査

H
22

年
度

調
査

H
21

年
度

調
査

非常に関心がある ある程度関心がある あまり関心がない まったく関心がない わからない

 
結
果
概
要 

・過年度調査の結果とほぼ同様の結果となっている。 
・年齢が高くなるほど、「非常に関心がある」「ある程度関心がある」への回答割合が高く

なる傾向がある。 

今
年
度
調
査
結
果
・
地
域
別 

13.8

21.7

13.0

11.9

13.8

12.5

4.5

16.1

74.1

57.8

66.9

72.7

64.9

65.3

79.5

66.1

6.9

18.1

15.9

13.4

19.5

18.1

15.9

14.5

5.2

1.2

3.5

1.5

4.2

1.2

0.9

0.5

1.7

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北海道

東北地方

関東地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

非常に関心がある ある程度関心がある あまり関心がない

まったく関心がない わからない

 

結
果
概
要 

・他の地方に比べ、東北地方では「非常に関心がある」の回答割合が高くなっており、四

国地方では回答割合が低くなっている。 
・「非常に関心がある」「ある程度関心がある」の合計は、北海道が 87.9%と最も高くなっ
ている。 
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設問・今年度調査結果 結果概要 

問 2 あなたは「3R」（スリーアール）の言葉の意味

を知っていますか。 
 
・「言葉の意味を知っている」への回答は

41.7%と、昨年度よりわずかに増加して

いるが、「言葉は聞いたことがある」ま

で含めると、昨年度とほぼ同程度とな

っている。 

言葉の意味

を知って

いる
41. 7%

意味は知らない

が、言葉は聞い

たことがある
24.9%

聞いたこと

もない
30.2%

わからない

3.2%

N=1096

 

過
年
度
調
査
と
の
比
較 

41 .7%

38 .4%

40.6%

29 .3%

24.9%

28.1%

25.4%

22.3%

30.2%

26.9%

28.3%

40 .0%

3.2%

6.6%

5.7%

8.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23年度調査

H22年度調査

H21年度調査

H20年度調査

言葉の意味を知っている 意味は知らないが，聞いたことがある

聞いたこともない わからない
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過
年
度
調
査
と
の
比
較
・
年
齢
別 

57.0

40.2

46.9

38.2

35.9

36.2

60.4

47.1

38.7

37.4

29.8

31.2

53.6

35.9

41.3

36.5

40.7

35.5

28.2

25.4

25.1

23.7

25.5

22.5

25.3

23.2

27.4

25.8

30.2

33.9

22.3

27.5

26.3

25.1

25.1

25.9

11.4

31.2

24.6

33.5

37.5

37.6

11.0

23.9

26.8

28.6

32.1

29.6

18.1

29.9

26.9

32.9

28.1

33.7

3.4

3.2

3.4

4.6

3.7

3.3

5.8

7.1

8.2

7.9

5.3

6.0

6.6

5.4

5.4

6.0

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳（n=149）
30～39歳（n=189）
40～49歳（n=175）

50～59歳（n=173）
60～69歳（n=192）

70歳以上（n=218）
20～29歳（n=91）

30～39歳（n=155）
40～49歳（n=168）

50～59歳（n=182）
60～69歳（n=215）

70歳以上（n=189）
20～29歳（n=166）

30～39歳（n=167）
40～49歳（n=167）

50～59歳（n=167）
60～69歳（n=167）

70歳以上（n=166）

H
23

年
度

調
査

H
22

年
度

調
査

H
21

年
度

調
査

言葉の意味を知っている 意味は知らないが、言葉は聞いたことが ある 聞いたこともない わからない

 
結
果
概
要 

・3 年間の結果をみると、全体では認知度はほぼ横ばい傾向であり、年齢が高くなるほど

認知度が低くなる傾向がみられる。 
・20 歳代では「意味を知っている」「聞いたことがある」の合計割合は 80％を超えている。 
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設
問
・
調
査
結
果 

問 3 あなたは、ごみ問題について、どのようなことを知っていますか。（複数回答） 

63.9%

69.8%

41.8%

79.5%

34.7%

70.0%

32.8%

38.9%

1.8%

4.3%

1.2%

64.8%

73.6%

41.5%

80.3%

44.0%

74.5%

35.8%

41.9%

1.7%

3.5%

1.1%

65.9%

71.1%

40.7%

81.7%

45.7%

77.3%

32.7%

45.6%

2.0%

3.8%

1.3%

67.6%

62.6%

88.7%

41.5%

66.4%

39.0%

45.9%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごみの最終処分場の容量が残り少なくなってきている

ごみ処理施設は必要だが、自分の近 くに建設する ことには 反

対すると考えている人が多い

規制の強化によりダイオキシン類 の排出 量が大幅に削減され

ている

野山や河原等への不法投棄が大きな社会問題になっている

私有地に廃タイヤやパチンコ台 などが将 来リサイクル すると

の名目で、放置されている

海岸に漂着したごみなどにより、海岸の景観が損なわ れた

り、生態系などに影響を及ぼしている

稲わらや間伐材など、資源として利用できるものを活かしき っ

ていないものがある

テレビやパソコンなどの身近な使用済み家電が海外へ輸出さ

れ、その一部が不適正に処理される ことによる環境汚染が生

じている

その他

特に知っているものはない

わからない

H23年度調査

H22年度調査

H21年度調査

H20年度調査

 

結
果
概
要 

・項目によって多少の差はあるものの、各項目への回答傾向は、4 年間ほぼ同じである。 
・不法投棄への回答割合が最も高いが、減少傾向にある。 
・最終処分量の残存容量や、身近な使用済み家電が海外へ輸出されその一部が不適正に処

理されることによる環境汚染への回答割合も、減少傾向にある。 



7 

 

（2）日常生活と循環型社会に対する意識 

 

設
問
・
今
年
度
調
査
結
果 

問 4 あなたは、日頃の暮らしの中で、ごみとどのように関わっていますか。 

1.8%

11.3%

17.1%

53.7%

13.2%

2.8% ごみの問題は深刻だとは考えず、多くのものを買い、多

くのものを捨てている

ごみの問題は深刻だと思いながらも、多くのものを買

い、多くのものを捨てている

ごみの問題は深刻だと考え、多くのものを買ったり、多

くのものを捨てたりしてはいないが、ごみを少なくする配
慮やリサイクルも実施していない

ごみの問題は深刻だと考え、ごみを少なくする配慮やリ

サイクルを多少意識して実施している

いつも、ごみを少なくする配慮とリサイクルを実施してい

る

わからない

N=1096

 

結
果
概
要 

・「いつも」「多少意識して」ごみを少なくする配慮やリサイクルを実施している割合が 67%
と高いが、「大量消費・大量廃棄をしている」「ごみを少なくする配慮やリサイクルをして

いない」への回答も 30%以上を占める。 

過
年
度
調
査
と
の
比
較 

1.8%

1.2%

1.5%

0.6%

11.3%

10.8%

10.0%

3.8%

17.1%

13.6%

15.0%

53.7%

57.5%

57.3%

72.7%

13.2%

14.2%

13.0%

21.1%

2.8%

2.7%

3.2%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23年度調査

H22年度調査

H21年度調査

H20年度調査

ごみ問題は深刻とは考えず物を捨てる 深刻と思いながらも多くの物を捨てる

ごみを減らす配慮や再生利用は未実施 ごみを減らす配慮や再生利用多少 実施

ごみを減らす配慮や再生利用常に実 施 わからない
 

※H20web 調査の「ある程度意識している」への回答は「多少実施」に加えて表示 
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過
年
度
調
査
と
の
比
較
・
年
齢
別 

3.4

5.8

4.4
2.6

0.6

4.2

2.4
1.2

24.2

10.6

11.4

11.6

9.9

4.1

15.4

19.4

12.5

11.5

7.0

3.7

17.5

17.4

12.0

7.2

5.4

24.2

21.2

20.0

18.5

10.9

10.6

24.2

10.3

14.3

13.7

12.6

11.6

23.5

15.0

15.0

13.8

9.6

13.3

36.2

47.6

55.4

60.1

61.5

57.8

42.9

52.3

56.5

60.4

62.8

60.8

42.8

52.1

59.9

62.3

64.1

62.7

7.4

8.5

8.6

8.7

16.1

26.1

6.6

11.0

13.1

11.5

15.3

22.8

6.0

7.8

9.0

14.4

19.8

21.1

4.7

6.3

3.4

0.6

1.0

1.4

6.6

4.5

3.0

1.6

1.9

1.1

6.0

5.4

3.0

1.8

0.6

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳（n=149）

30～39歳（n=189）

40～49歳（n=175）
50～59歳（n=173）

60～69歳（n=192）
70歳以上（n=218）

20～29歳（n=91）

30～39歳（n=155）
40～49歳（n=168）

50～59歳（n=182）

60～69歳（n=215）
70歳以上（n=189）

20～29歳（n=166）
30～39歳（n=167）

40～49歳（n=167）

50～59歳（n=167）
60～69歳（n=167）

70歳以上（n=166）

H
23

年
度

調
査

H
22

年
度

調
査

H
21

年
度

調
査

ごみの問題は深刻と考えず、物を 捨てる 深刻だと思いながらも、多くの物を捨てている

ごみを減らす配慮や再生利用は未 実施 ごみを減らす配慮や再生利用を多少実施

いつも、ごみを少なくする配慮とリサイクル実施 わからない

 

結
果
概
要 

・年齢が高くなるほどごみを減らす配慮や再生利用を実施している割合が高いという傾向と

なっている。 
・過年度調査結果よりも「ごみ問題は深刻だと考え大量消費や大量廃棄はしていないが、ご

みを減らす配慮や再生利用は未実施」の割合が増加している。 

今
年
度
調
査
結
果
・
男
女
別 

2.8

0.9

13.2

9.5

2 1.9

1 2.5

45.5

61 .5

13 .0

1 3.4

3.6

2 .1

0% 20% 40% 6 0% 80 % 10 0%

男性

女性

ごみ問題は深刻とは考えず物を捨てる 深刻だと思いながらも多くの物を捨てる

ごみを少なくする 配慮や再生利用は未実施 ごみを少なくする配慮や再生利用を多少実施

ごみを少なくする 配慮や再生利用を常に実施 わからない  
結
果
概
要 

・男女別にみると、女性の方がごみを少なくする配慮や再生利用の実施をしている。 
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設
問
・
調
査
結
果 

問 5 あなたは日頃、ごみを少なくするために行っていることはありますか。（複数回答） 

23.4%

68.9%

49.5%

15.4%

8.3%

12.6%

74.5%

40.8%

34.5%

36.9%

13.7%

20.5%

9.0%

3.5%

4.6%

0.9%

24.2%

72.7%

46.9%

15.2%

10.5%

14.7%

74.7%

37.6%

37.7%

35.8%

16.0%

23.0%

9.8%

2.5%

3.4%

0.5%

23.1%

69.1%

46.8%

12.7%

9.9%

13.1%

70.6%

38.6%

34.7%

33.5%

13.5%

21.5%

10.2%

2.1%

4.7%

1.2%

19.0%

64.3%

38.6%

5.0%

19.7%

13.8%

74.2%

37.1%

42.5%

10.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

使い捨て製品を買わない

レジ袋をもらわないようにしたり（買い物袋を持参 する）、簡易

包装を店に求めている

すぐに流行遅れになったり飽き たりしそうな不要なものは買わ

ない

無駄な製品をできるだけ買わないよう、レンタル・リースの

製品を使うようにしている

友人や知人と、不用品を融通しあう

生ごみをたい肥にしている

詰め替え製品をよく使う

壊れにくく、長持ちする製品を選 ぶ

壊れたものは修理して何度も使う

買いすぎ、作りすぎをせず、エコクッ キン グの実践や消費期限

切れなどの食品を出さないなど、食品を捨てないように

している

簡易包装に取り組んでいたり、使い捨 て食器 類（割り箸等）を

使用していない店を選ぶ

ペットボトルなどの使い捨て型飲料容器や、使い捨て食 器類

を使わないようにしている

マイ箸を携帯している

その他

特にしていない

わからない

H23年度調査

H22年度調査

H21年度調査

H20年度調査

 

結
果
概
要 

・項目により多少の差はあるものの、過年度調査とほぼ同様の回答傾向となっている。 
・「詰め替え製品をよく使う」「レジ袋をもらわないようにしたり、簡易包装を店に求めている」

との回答は、いずれも 60％を超えている。 
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問
１
（
ご
み
問
題
へ
の
関
心
）
と
の
ク
ロ
ス
集
計 

42.3 

81.9 

65.1 

27 .5 

15 .4 

24.8 

86.6 

53.7 

53.0 

52.3  

21.5 

30.2 

15 .4 

1 0.7 

0.7 

23.1 

72.9 

53.0 

15.2 

8.5 

12.6 

78.1 

42.8 

35.5 

39.1 

15.0 

22.1 

9.6 

2.6  

1.9 

11.0 

48.3 

26.7 

7.6 

2.9 

4.7  

5 6.4 

24.4 

19.8 

18.0 

3.5 

7.6 

2.9 

1.7 

1 3.4 

2.3 

4.5 

22.7 

18.2 

4.5 

27.3 

22.7 

13.6 

9.1 

45.5 

25.0 

41 .7 

16.7 

8.3  

41 .7 

25.0 

16.7 

16.7 

8.3  

8.3  

16.7 

25.0 

0 20 40 60 80 100

使い捨て製品を買わない

レジ袋をもらわないようにしたり（買い物袋を持 参する）、簡易包装を店に

求めている

すぐに流行遅れとなったり飽きたりしそうな不要なものは買わない

無駄な製品をできるだけ買わないよう、レンタル・リースの製品を使 うよう

にしている

友人や知人と、不用品を融通しあう

生ごみをたい肥にしている

詰め替え製品をよく使う

壊れにくく、長持ちする製品を選ぶ

壊れたものは修理して何度も使う

買いすぎ作りすぎをせ ず、生ごみを少なくするなどの 料理法の実践や消

費期限切れなどの食品を出さないなど、食品を捨てないようにしている

簡易包装に取り組んでいたり、使い捨て食器類（割り 箸等）を使用してい

ない店を選ぶ

ペットボトルなどの使い捨て型飲料容器や、使い捨て食器類を使わない

ようにしている

マイ箸を携帯している

その他

特にしていない

わからない

非常に関心がある ある程度関心がある あま り関心がない まったく 関心がない わからない

(%）

 

結
果
概
要 

・ごみ問題への関心が高い人の方が、ごみを少なくするための取り組みを行っている。 
・詰め替え製品の利用や買い物袋の持参、簡易包装などは、関心が高くない人も行っている割

合が比較的高くなっている。 
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設
問
・
調
査
結
果 

問 6 あなたは日頃、ごみや、一度使ったものが再使用、再生利用がされやすいように、行ってい

ることはありますか。（複数回答） 

87.5%

71.0%

20.4%

22.2%

12.5%

49.2%

13.6%

17.9%

48.5%

19.4%

1.2%

4.3%

0.5%

90.6%

72.8%

23.4%

25.6%

10.1%

48.8%

12.9%

28.3%

47.5%

20.5%

0.9%

1.9%

0.5%

84.7%

71.1%

21.0%

23.7%

11.7%

45.4%

14.6%

28.4%

44.3%

20.4%

0.8%

3.6%

1.3%

85.1%

67.8%

23.8%

10.0%

42.9%

14.1%

30.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭で出たごみはきちんと種類ごとに分別して、 定められた

場所に出している

リサイクルしやすいように、資源ごみとして回収される びん

などは洗っている

不要品を、中古品を扱う店やバザーやフリーマーケットで

売っている

中古品を利用している

ビールや牛乳のびんなど 再使用 可能な容器を使 った製品を

買う

古着を雑巾とするなど、不要になったものでも他 の目的 で

使用する

再生原料で作られたリサイクル製品を積 極的に購入している

インターネットオークショ ンに出品したり、落札したりするよう

にしている

トレイや牛乳パックなどの店頭回収に協力している

携帯電話の店頭回収に協力している

その他

特にしていない

わからない

H23年度調査

H22年度調査

H21年度調査

H20年度調査

 

結
果
概
要 

・各選択肢に対する回答傾向は、過年度調査とほぼ同様となっている。 
・「ごみの分別」への回答割合が最も高く、87.5%となっている。 
・「インターネットオークションに出品・落札している」は過年度よりも大きく減少してい

る。 
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設
問
・
今
年
度
調
査
結
果 

問 7 あなたの日頃のごみの分別状況について、あてはまるものを 1 つ選んでください。 

60.2%36.7%

0.3%
0.2%

0.7%
0.5% 1.5% 地域の分別区分に合わせて、徹底して分別している

地域の分別区分に合わせて、ある程度分別している

地域の分別区分は知っているが、分別していない

地域の分別区分を知らないため、分別していない

住んでいる地域が分別収集していない

その他

わからない

N=1096

 
結
果
概
要 

・「徹底して分別」と「ある程度分別」をあわせると 96.9％となり、ごみの分別が定着してい
ることがうかがえる。 

過
年
度
調
査
と
の
比
較 

60.2%

67.7%

60.2%

60.5%

36.7%

30.8%

37.0%

36.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23年度調査

H22年度調査

H21年度調査

H20年度調査

徹底して分別 ある程度分別

分別区分は知っているが、分別していない 分別区分を知らないため、分別していない

住んでいる地域が分別収集していない わからない

その他  
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過
年
度
調
査
と
の
比
較
・
年
齢
別 

34.2

43.9

55.4

60.1

77.6

80.7

33.0

56.8

58.3

66.5

84.2

84.1

31.9

51.5

58.1

61.7

77.8

80.1

61.7

52.4

40.0

37.0

20.8

17.0

60.4

42.6

39.9

31.9

15.3

15.3

60.8

43.7

39.5

38.3

20.4

19.3

1.1

0.7

1.1

0.5

0.6

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳（n=149）
30～39歳（n=189）
40～49歳（n=175）
50～59歳（n=173）
60～69歳（n=192）
70歳以上（n=218）
20～29歳（n=91）

30～39歳（n=155）
40～49歳（n=168）
50～59歳（n=182）
60～69歳（n=215）
70歳以上（n=189）
20～29歳（n=166）
30～39歳（n=167）
40～49歳（n=167）
50～59歳（n=167）
60～69歳（n=167）
70歳以上（n=166）

H
23

年
度

調
査

H
22

年
度

調
査

H
21

年
度

調
査

地域の分別区分に合わせて、徹底 して分 別 地域の分別区分に合わせて、ある程度分別

地域の分別区分は知っているが、分別していない 地域の分別区分を知らないため、 分別していない

住んでいる地域が分別収集していない わからない

その他  

結
果
概
要 

・「徹底して分別」との回答が 60.2%と昨年度よりも 7 ポイント以上減少し、一昨年度と同程

度となっている。 
・年齢が高くなるにつれて、「徹底して分別」への回答割合が多くなる傾向となっている。過

年度と比較すると、同じ傾向となっている。 
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設問・今年度調査結果 結果概要 

問 8 あなたは、分別したごみは正しく処理・リサイ
クルされていると思いますか。 

 
・「正しく」「ある程度正しく」処理・リ

サイクルされていると思うとの回答

は 73.4%と昨年度調査よりも5 ポイン

ト以上高くなっている。 
正しく処理・

リサイクルされてい

ると思う
15.8%

ある程度正しく処

理・リサイクルされ

ていると思う

57.6%

あまり正しく処理・

リサイ クルされてい

ないと思う
14.5%

正しく処理・リサイ

クルされていない

と思う

4.2%

わからない

7.9%

N=1096

 

過
年
度
調
査
と
の
比
較 

15.8%

6.9%

5.9%

7.6%

57.6%

60.4%

56.5%

48.1%

14.5%

22.3%

25.9%

31.8%

4.2%

4.7%

5.1%

7.6%

7.9%

5.7%

6.6%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23年度調査

H22年度調査

H21年度調査

H20年度調査

正しく処理・リサイクルされていると思う ある程度正しく処理・リサイクルされていると思う

あまり正しく処理・リサイクルされていないと思う 正しく処理・リサイクルされていないと思う

わからない  
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過
年
度
調
査
と
の
比
較
・
年
齢
別 

13.4

14.3

13.7

14.5

19.3

18.3

5.5

5.8

7.7

11.0

3.7

7.4

5.4

4.2

6.6

4.8

4.8

9.6

62.4

53.4

54.3

62.4

53.1

60.6

57.1

58.7

53.6

60.4

62.8

66.7

48.8

56.3

56.9

57.5

58.1

61.4

11.4

13.8

16.6

13.3

17.2

14.2

19.8

25.2

21.4

19.2

26.0

20.6

29.5

24.6

22.8

28.1

28.7

21.7

2.0

6.3

5.1

4.6

5.2

1.8

5.5

4.5

7.1

4.9

3.7

3.2

6.6

4.8

7.2

4.2

5.4

2.4

10.7

12.2

10.3

5.2

5.2

5.0

12.1

5.8

10.1

4.4

3.7

2.1

9.6

10.2

6.6

5.4

3.0

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳（n=149）
30～39歳（n=189）
40～49歳（n=175）
50～59歳（n=173）
60～69歳（n=192）
70歳以上（n=218）
20～29歳（n=91）

30～39歳（n=155）
40～49歳（n=168）
50～59歳（n=182）
60～69歳（n=215）
70歳以上（n=189）
20～29歳（n=166）
30～39歳（n=167）
40～49歳（n=167）
50～59歳（n=167）
60～69歳（n=167）
70歳以上（n=166）

H
23

年
度

調
査

H
22

年
度

調
査

H
21

年
度

調
査

正しく処理・リサイクルされていると思う ある程度正しく処理・リサイクルされていると思 う

あまり正しく処理・リサイクルされていないと思う 正しく処理・リサイクルされていないと思う

わからない

 

結
果
概
要 

・「正しく」「ある程度正しく」処理・リサイクルされていると思うとの回答は年々増加傾

向にある。 
・全年代で「正しく処理・リサイクルされていると思う」との回答が過年度よりも高くな

っている。 
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設問・今年度調査結果 結果概要 
問 9 イベント等において、使い捨てコップの替わり

に洗って繰り返し再利用できるプラスチック

製のカップ（リユースカップ）を使うことにつ

いて（考えに最も近いものを 1 つ選択） 

 
・「ぜひ使うべきである」との回答は昨

年度よりもわずかに増加しているが、

「ぜひ使うべきである」「できれば使

った方がよい」との回答の合計は

68.3%と、昨年度よりもわずかに減少

している。 
ぜひ使うべ
きである

18.5%

できれば
使った方が

よい
49.8%

どちらかとい

うと使ってほ
しくない
19.9%

使うべきで
ない
4.0%

その他

2.6%

わからない

5.1%

N=1096

 

過
年
度
調
査
と
の
比
較 

18.5%

16.8%

19.5%

21.8%

49.8%

52.2%

46.3%

47.0%

19.9%

21.2%

21.3%

20.3%

4.0%

3.1%

3.7%

3.6%

2.6%

2.5%

3.6%

3.0%

5.1%

4.2%

5.6%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23年度調査

H22年度調査

H21年度調査

H20年度調査

ぜひ使うべきである できれば使った方がよい

どちらかというと使ってほしくない 使うべきでない

その他 わからない

 

過
年
度
調
査
と
の
比
較
・
男
女
別 

20.4

16.8

18.8

15.0

24.2

19.6

49.8

49.8

53.8

50.8

46.2

47.8

18.1

21.6

18.2

23.9

19.3

21.2

3.6

4.4

2.8

3.4
4.7

2.6

2.8

2.5

2.1
2.8

1.8

4.2

5.3

4.9

4.3

4.1

3.9

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性（n=530）
女性（n=566）
男性（n=468）
女性（n=532）
男性（n=500）
女性（n=500）

H
23

H
22

H
21

ぜひ使うべきである できれば使った方がよい
どちらかというと使ってほしくない 使うべきでない
その他 わからない
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過
年
度
調
査
と
の
比
較
・
年
齢
別 

23.5

19.0

18.9

12.7

19.8

17.9

15.4

19.4

17.9

22.5

12.6

13.8

21.1

19.8

21.0

16.2

21.0

18.1

49.7

43.4

53.7

51.4

47.9

52.8

51.6

51.0

54.2

46.7

53.5

55.6

45.2

47.3

46.1

47.3

45.5

46.4

16.8

24.3

13.7

21.4

21.9

20.2

24.2

18.7

21.4

19.2

23.3

21.2

22.3

21.6

17.4

20.4

21.6

24.7

2.7

3.2

2.9

5.2

5.7

4.1

2.2

2.6

1.8

3.3

3.7

4.2

3.0

1.8

6.0

6.0

3.0

2.4

0.7

2.1

4.0

4.6

1.6

2.8

1.1

1.3
1.2

3.3

2.8

4.2

2.4

2.4

3.6

5.4

4.8

3.0

6.7

7.9

6.9

4.6

3.1

2.3

5.5

7.1

3.6

4.9

4.2

1.1

6.0

7.2

6.0

4.8

4.2

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳（n=149）

30～39歳（n=189）

40～49歳（n=175）

50～59歳（n=173）

60～69歳（n=192）

70歳以上（n=218）

20～29歳（n=91）

30～39歳（n=155）

40～49歳（n=168）

50～59歳（n=182）

60～69歳（n=215）

70歳以上（n=189）

20～29歳（n=166）

30～39歳（n=167）

40～49歳（n=167）

50～59歳（n=167）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=166）

H
23

年
度

調
査

H
22

年
度

調
査

H
21

年
度

調
査

ぜひ使うべきである できれば使った方がよい どちらかというと使ってほしくない

使うべきでない その他 わからない

 

結
果
概
要 

・全体としては「ぜひ使うべきである」「できれば使った方がよい」への回答の合計割

合は、ほぼ同様の傾向となっている。 
・男女別でみると、過年度と同様、「どちらかというと使ってほしくない」との回答は

女性の方が高い。 
・年齢による傾向などは特に見られない。 

今
年
度
調
査
結
果
・
地
域
別 

13.8

2 5.3

22 .2

15 .5

1 7.2

1 9.4

1 1.4

14.5

48 .3

56 .6

4 6.4

50.0

51 .7

45 .8

54.5

53.2

22 .4

12 .0

1 9.9

2 3.2

19 .0

19.4

22.7

1 9.4

3.4

3.6

2.6

4.1

4.6

11.1

6.8

2.4

1.7

0.0

3.7

2.6

2.3

2.8
0.0

3.2

10.3

2.4

5.2

4.6

5.2

1.4

4.5

7.3

0% 20 % 40 % 60 % 80 % 1 00%

北海道

東北地方

関東地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

ぜひ使うべきである できれば使った方がよい

どちらかというと使ってほしくない 使うべきでない
その他 わからない

 
結
果
概
要 

・「ぜひ使うべきである」「できれば使った方がよい」への回答は東北地方で高くなって

おり、合計では 80%を超えている。 
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設
問
・
調
査
結
果 

問 10 「ぜひ使うべきである」又は「できれば使った方がよい」と思う理由（複数回答） 

71.8%

83.2%

34.0%

43.3%

1.7%

0.9%

0.3%

71.3%

84.3%

31.4%

46.5%

2.0%

0.7%

0.4%

72.9%

87.4%

30.5%

44.4%

1.4%

0.9%

0.5%

73.6%

85.1%

25.3%

45.0%

1.5%

0.6%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

資源の有効利用につながるから

（使い捨てコップはもったいない）

ごみの減量化につながるから

利用者にとっては特に大きな負担にならないから

環境問題への意識向上に役立つか ら

リユースカッ プで飲む方がおいしく感じられる から

その他

わからない

H23年度調査（n=749）

H22年度調査（n=690）

H21年度調査（n=658）

H20年度調査（n=726）
 

結
果
概
要 

・リユースカップを使うべきと思う理由としては、ごみ減量化や資源の有効利用への意識

が大きい。 

 

設
問
・
調
査
結
果 

問 11 「どちらかというと使ってほしくない」又は「使うべきでない」と思う理由（複数回答） 

7.6%

5.7%

92.4%

38.5%

3.1%

2.3%

0.0%

5.8%

6.6%

86.4%

39.5%

3.7%

2.9%

2.5%

5.6%

6.4%

89.6%

38.8%

3.2%

2.4%

0.8%

6.3%

5.2%

85.7%

43.7%

2.8%

3.6%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

指定場所への返却など、手間がかかる から

商品の値上げにつながる可能性 がある から

衛生上の不安があるから

リユースカップの回収率が低い場合や洗 浄のことを考える

と、使い捨てコップの方が結果的に環境 への負 荷が小さいと

思うから

使い捨てコップで飲む方がおいしく感じられるから

その他

わからない

H23年度調査（n=262）

H22年度調査（n=243）

H21年度調査（n=250）

H20年度調査（n=252）
 

結
果
概
要 

・リユースカップの使用に抵抗がある理由としては、「衛生上の不安」が最も大きく、今

年度調査では 90%を超えている。 
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（3）循環型社会に関連する施策等への意識 

 

設
問
・
今
年
度
調
査
結
果 

問 12 大量生産，大量消費，大量廃棄型の社会から脱却し，循環型社会を形成する施策を

進めていくことについて，あなたはどのように思いますか。 

2.1%

36.3%

39.1%

13.4%

1.0%

8.1%

現在の生活水準を落とすことであり、循環型社会への移行は受

け入れられない

現在の生活水準を落とさず、大量生産、大量消費は維持しなが

ら、できる部分から循環型社会に移行するべきである

廃棄物の処理場や天然資源がなくなってくるのであれば、現在の

生活水準が多少落ちることになっても、循環型社会への移行は
やむを得ない

現在の生活水準が落ちることになっても、循環型社会に移行する

べきである

その他

わからない

N=1096

 

結
果
概
要 

・「循環型社会への移行はやむを得ない」との回答が最も多く 39.1%、次いで「現在の生活

水準を落とさず循環型社会へ移行すべき」が 36.3%となっている。 

過
年
度
調
査
と
の
比
較 

2.1%

1.5%

1.6%

36.3%

38.4%

35.1%

39.1%

41.5%

40.5%

13.4%

11.8%

15.0%

1.0%

0.4%

0.9%

8.1%

6.4%

6.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23年度調査

H22年度調査

H21年度調査

循環型社会への移行は受け入れられない できる部分から循環型社会に移行

循環型社会への移行はやむを得 ない 生活水準が落ちても循環型社会に移行

その他 わからない
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過
年
度
調
査
と
の
比
較
・
年
齢
別 

6.0

3.2

1.7

0.6

1.6

0.5

1.3

3.0

2.2

0.5

1.1

4.8

0.6

1.8

0.6

0.6

1.2

46.3

40.7

38.3

32.9

28.1

33.9

49.5

46.5

42.9

39.0

34.0

27.0

42.8

40.1

37.1

32.9

28.7

28.9

27.5

31.7

38.9

46.2

46.4

41.3

36.3

33.5

34.5

43.4

48.8

46.6

34.3

33.5

41.3

44.9

44.3

44.6

6.7

9.5

10.3

12.7

19.8

18.8

4.4

6.5

9.5

12.1

11.6

21.7

6.0

13.8

13.2

15.0

23.4

18.7

2.3

1.2

1.2

13.4

14.3

8.6

5.8

3.6

4.6

7.7

11.6

9.5

3.3

4.7

3.7

10.8

10.8

6.0

5.4

1.8

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳（n=149）

30～39歳（n=189）

40～49歳（n=175）

50～59歳（n=173）

60～69歳（n=192）

70歳以上（n=218）

20～29歳（n=91）

30～39歳（n=155）

40～49歳（n=168）

50～59歳（n=182）

60～69歳（n=215）

70歳以上（n=189）

20～29歳（n=166）

30～39歳（n=167）

40～49歳（n=167）

50～59歳（n=167）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=166）

H
23

年
度

調
査

H
22

年
度

調
査

H
21

年
度

調
査

循環型社会への移行は受け入れられない できる部分から循環型社会に移行

循環型社会への移行はやむを得 ない 生活水準が落ちても循環型社会に移行

その他 わからない

 

結
果
概
要 

・「できる部分から移行すべき」「移行はやむを得ない」への回答が減少し、「生活水準が

落ちても移行すべき」への回答が増加した。 
・過年度調査と同様に、年齢が高くなるほど循環型社会への移行は「やむを得ない」と考

えている人の割合が多くなる傾向がある。 
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（4）グリーン購入に対する意識 

 

設問・今年度調査結果 結果概要 

問 13 あなたは、製品等を購入する際に、その製品

の素材に再生された原料が用いられていた

り、不要になった後リサイクルがしやすいな

ど、環境に優しい製品を買うことについて、
どれくらい意識していますか。 

 
・「いつも」「概ね」「多少」意識している

との回答割合は合計で 80%を超え、環

境にやさしい製品の購入意識がある程

度定着していることがうかがえる。 
 

いつも意識
している

5.3%

概ね意識
している
26.1%

多少意識
している
50.7%

まったく意識

していない
14.8%

その他
0.2%

わからない
2.9%

N=1096

 

過
年
度
調
査
と
の
比
較 

5.3%

4.8%

2.6%

3.9%

26.1%

26.7%

24.9%

40.9%

50.7%

52.8%

54.1%

36.9%

14.8%

12.5%

14.6%

14.0%

0.2%

0.3%

0.4%

0.6%

2.9%

2.9%

3.4%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23年度調査

H22年度調査

H21年度調査

H20年度調査

いつも意識している 概ね意識している 多少意識している

まったく意識していない その他 わからない
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過
年
度
調
査
と
の
比
較
・
年
齢
別 

5.4

3.7
2.3

3.5

4.2

11.5

6.5

3.0

6.0

4.7

5.8

4.2

1.2

3.0

0.6

3.6

3.0

18.1

15.9

22.9

20.2

31.8

42.7

12.1

21.3

21.4

29.1

27.0

40.2

19.3

16.8

18.6

25.1

32.9

36.7

51.7

51.9

55.4

55.5

52.1

40.4

59.3

49.7

58.3

48.9

56.7

46.6

48.2

59.3

55.1

59.3

52.7

50.0

20.1

23.8

16.6

17.9

11.5

2.3

23.1

16.8

14.3

13.7

8.4

5.8

22.3

18.6

21.0

11.4

8.4

6.0

4.7

4.8

2.9

1.7

0.5

3.2

4.4

4.5

3.0

2.2

2.8

1.6

6.0

3.6

1.8

3.0

2.4

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳（n=149）

30～39歳（n=189）

40～49歳（n=175）

50～59歳（n=173）

60～69歳（n=192）

70歳以上（n=218）

20～29歳（n=91）

30～39歳（n=155）

40～49歳（n=168）

50～59歳（n=182）

60～69歳（n=215）

70歳以上（n=189）

20～29歳（n=166）

30～39歳（n=167）

40～49歳（n=167）

50～59歳（n=167）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=166）

H
23

年
度

調
査

H
22

年
度

調
査

H
21

年
度

調
査

いつも意識している 概ね意識している 多少意識している

まったく意識していない その他 わからない

 

結
果
概
要 

・「いつも」「概ね」意識しているとの回答は昨年度よりわずかに増加したが、「多少」意

識しているとの回答が減少した。 
・なお、H20 年度調査は、「意識している」ではなく「心がけている」という表現の選択

肢で調査しているため、厳密には比較できない。 
・年齢が高くなるにつれて「いつも」「概ね」意識しているとの回答割合が高くなる傾向

がみられる。 
・今年度の結果では「いつも」「概ね」意識している人は 70 歳以上では 50％を超えてい

る。 
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設問・今年度調査結果 結果概要 

問 14 あなたは、製品の素材にリサイクル原料が用

いられている物について、通常の商品よりも

価格が高くても購入しますか。 

 
・「ある程度高くても」「少し高い程度で

あれば」購入するとの回答は 56.8%と

なっている。 
ある程度

高くても
購入する

2.9%

少し高い
程度であ

れば購入

する
53.9%

購入しない
32.0%

その他
1.8%

わからない
9.3%

N=1096

 
 

 
設問・今年度調査結果 結果概要 

問 15 あなたは、製品の素材にリサイクル原料が用

いられている物について、通常の商品よりも

実用性を損なわない程度に品質が劣ってい

ても購入しますか。 

 
・「商品の種類によっては購入する」との

回答が 71.5%と最も大きくなっている。 

購入

する
7.2%

商品の

種類によっ

ては購入
する

71.5%

購入

しない
13.8%

わから

ない

7.5%

N=1096
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設
問
・
今
年
度
調
査
結
果 

問 16 商品の中には美しく見せるために、箱や袋で多段階にわたって包装されているも

のがあります。このような包装についてどう思いますか。 

61.5%

32.2%

1.9% 0.9%

3.5%
贈答用や土産物も含めて過剰包装であり、もっ

と簡易包装にすべき

自ら使用する商品は、もっと簡易包装にすべき

だが、贈答用や土産品は包装をしっかりすべき

自ら使用する商品も含めて包装をしっかり すべき

その他

わからない

N=1096

 

結
果
概
要 

・「贈答用や土産物も含めてもっと簡易包装にすべき」「自ら使用する商品はもっと簡易包

装にすべき」の回答の合計割合は 93.7%と簡易包装への意識は高いことがうかがえる。 

 

 

設問・今年度調査結果 結果概要 

問 17 企業の中には、環境 ISO やエコアクション 21 の認証

を受け、環境に関する方針や目標を設定し、これら

の達成に向けて取り組んでいるところがあります。

あなたは、物を購入するときに、そのような企業の

製品を購入し、またはそのような企業の店舗を利用

しようと思いますか。 

 
・「とても」「少し」そう思うとの

回答は 75.9%と高い割合とな

っている。 

とても

そう思う
16.0%

少し

そう思う
59.9%

あまりそう

思わない

14.2%

まったくそう
思わない

1.6% わから

ない
8.3%

N=1096
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（5）環境関連のその他の事柄に対する意識 

 

設
問
・
調
査
結
果 

問 18 環境問題に関する以下の事項について、あなたのお考えに最も近いものを 1 つずつ選

んでください。 

＜日常生活における一人ひとりの行動が環境に大きな影響を及ぼす＞ 

48.2%

46.9%

51.6%

56.1%

47.7%

48.5%

43.3%

39.1%

3.5%

4.3%

4.1%

3.4%

0.6%

0.3%

1.0%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23年度調査（n=1096）

H22年度調査（n=1000）

H21年度調査（n=1000）

H20年度調査（n=1055）

強くそう思う どちらかといえばそう思う あまり思わない 全く思わない
 

＜環境問題解決のためには、技術開発や研究を一層充実させることが必要である＞ 

43.4%

44.8%

44.6%

49.7%

50.5%

49.9%

49.7%

44.0%

5.2%

4.9%

5.1%

5.2%

0.8%

0.4%

0.6%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23年度調査（n=1096）

H22年度調査（n=1000）

H21年度調査（n=1000）

H20年度調査（n=1055）

強くそう思う どちらかといえばそう思う あまり思わない 全く思わない
 

過

年

度

調

査

と

の
比

較 
・ 
年

齢

別 

＜日常生活における一人ひとりの行動が環境に大きな影響を及ぼす＞ 

32.9

42.3

42.3

48.0

50.0

67.0

29.7

38 .7

39 .9

47.3

53.0

60.8

45 .2

38 .9

50.9

47 .3

67.1

60 .2

57.7

50 .8

53.7

49.7

47 .4

32.1

63.7

50.3

54 .8

48.9

45.1

37 .6

46 .4

51.5

41.9

48 .5

32.3

39.2

6.7

6.3

3.4

1 .72.6

0.9

6.6

9.7

5.4

3.8

1.4

1.6

6.6

6.0

6.6

4.2

0.6

0.6

0.5

1.3

1 .8

3.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳（n=149）

30～39歳（n=189）

40～49歳（n=175）

50～59歳（n=173）
60～69歳（n=192）

70歳以上（n=218）

20～29歳（n=91）

30～39歳（n=155）

40～49歳（n=168）
50～59歳（n=182）

60～69歳（n=215）

70歳以上（n=189）

20～29歳（n=166）

30～39歳（n=167）
40～49歳（n=167）

50～59歳（n=167）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=166）

H
23

年
度

調
査

H
22

年
度

調
査

H
21

年
度

調
査

強くそう思う どちらかといえばそう思う あまり思わない 全く思わない
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過
年
度
調
査
と
の
比
較
・
年
齢
別 

＜環境問題解決のためには、技術開発や研究を一層充実させることが必要である＞ 

34.2

36.5

32.0

42.2

50.5

59.6

35.2

35.5

33.3

40.1

53.0

62.4

37.3

32.9

41.3

42.5

49.7

63.9

53.0

55.6

60.0

54.3

47.9

36.2

54.9

55.5

60.1

57.1

44.2

33.3

49.4

58.7

53.3

55.7

47.9

33.1

10.7

6.9

6.9

3.5

4.1

9.9

7.7

6.5

2.2

2.3

4.2

11.4

7.2

4.8

1.8

2.4

3.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳（n=149）

30～39歳（n=189）

40～49歳（n=175）

50～59歳（n=173）

60～69歳（n=192）

70歳以上（n=218）

20～29歳（n=91）

30～39歳（n=155）

40～49歳（n=168）

50～59歳（n=182）

60～69歳（n=215）

70歳以上（n=189）

20～29歳（n=166）

30～39歳（n=167）

40～49歳（n=167）

50～59歳（n=167）

60～69歳（n=167）

70歳以上（n=166）

H2
3年

度
調

査
H

22
年

度
調

査
H

21
年

度
調

査

強くそう思う どちらかといえばそう思う あまり思わない 全く思わない

 

結
果
概
要 

・いずれの項目も、「そう思う」との回答が 90%以上を占めている。 
・「日常生活における一人ひとりの行動が環境に大きな影響を及ぼす」の項目については、減

少傾向にあった「強くそう思う」が今年度は昨年度よりも増加している。 
・「環境問題解決のためには、技術開発や研究を一層充実させることが必要である」の項目に

ついては、「強くそう思う」が昨年度よりもわずかに減少したが、H21 年度以降ほぼ同様の

回答傾向となっている。 
・年齢が高くなるにつれて「強くそう思う」との回答割合が高くなる傾向がある。 
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設
問
・
調
査
結
果 

問 19 あなたはどのようにして環境関連の情報を入手していますか。（複数回答） 

86.7%

54.4%

40.9%

20.3%

33.9%

19.5%

18.0%

4.1%

10.8%

18.9%

13.5%

9.1%

6.2%

8.5%

8.9%

2.8%

1.1%

86.8%

60.6%

43.7%

20.7%

36.2%

22.3%

12.8%

4.1%

8.7%

23.5%

17.7%

8.6%

7.1%

9.7%

10.0%

3.6%

1.2%

88.1%

58.4%

42.6%

17.4%

32.5%

21.5%

13.2%

2.4%

10.3%

20.3%

18.0%

7.5%

6.2%

7.5%

9.3%

3.9%

0.6%

86.4%

64.4%

45.0%

36.4%

16.2%

12.7%

1.5%

8.3%

27.1%

14.1%

6.9%

9.3%

8.0%

8.9%

2.6%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビ・ラジオのニュースや番組

新聞・雑誌の記事（紙媒体）

新聞・雑誌の記事（インターネット）

新聞・雑誌以外のインターネットサイトやメ ール

（メールマガジン）

地方公共団体の広報誌やパンフレット

企業の広告、広報誌、パンフレッ ト、環境報告書

家族や友人・知人

子供（学校などの情報）

書籍

スーパーマーケッ トなど 地域の 店舗や 流通業 者

エコ製品やサービスを展示するイベント

PTA・自治会などの地域の活動

勤務先・取引先など仕事

環境保護団体・環境NGOの広報誌やパンフレット

生協活動・ボランティア活動など社会活動

シンポジウムや講演会、市民大学など

その他

H23年度調査

H22年度調査

H21年度調査

H20年度調査

 

結
果
概
要 

・「テレビ・ラジオのニュースや番組」、「新聞・雑誌の記事（紙媒体）」といったマスディア

から情報を入手しているとの回答が多い。 
・今年度は昨年度と比較するとほとんどの項目が減少していたが、「家族や友人・知人」、

「PTA・自治会などの地域活動」など身近な人を介しての割合が増加している。 
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設
問
・
今
年
度
調
査
結
果 

問 20 我が国では、ごみの最終処分場の残余年数がひっ迫しており、平成 20 年度末時点で一

般廃棄物はあと約 18 年、産業廃棄物はあと約 7.5 年分の残余年数しかないといわれて

います。このような現状に対し、国は今後どのような対応を行う必要があると思いま

すか。 

49.3%

35.7%

9.7%

1.2%

4.2%
リサイクルや焼却をする前に、まず、ごみの発生

を減らすこと（リデュース）に取り組むべきだ

ごみや不要品を、再使用（リユース）や再生利用

（リサイクル）することに取り組むべきだ

ごみを処分するための焼却施設や最終処分場

の整備に努めるべきだ

その他

わからない

N=1096

 

結
果
概
要 

・「リデュースに取り組むべき」との回答が、49.3%と最も多く、次いで「リユースやリサイ

クルに取り組むべき」との回答が 35.7 と続き、3R への取り組みで 80%を超える。 

過
年
度
調
査
と
の
比
較 

49.3%

46.2%

47.1%

35.7%

38.6%

36.5%

9.7%

9.7%

10.6%

1.2%

1.7%

1.2%

4.2%

3.8%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23年度調査

H22年度調査

H21年度調査

ごみ発生を減らすことに取り組むべき 再使用や再生利用に取り組むべきだ

焼却施設などの整備に努めるべきだ その他

わからない  

結
果
概
要 

・昨年度と比べると「リデュースに取り組むべき」との回答が増加し、「リユースやリサイ

クルに取り組むべき」との回答が減少しているが、全体的な回答傾向はほぼ同じとなって

いる。 
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設
問
・
今
年
度
調
査
結
果 

問 21 国は今後、具体的にどのような対応を行う必要があると思いますか。 

7.2%

38.3%

22.3%

17.1%

4.7%
8.3%

1.0% 1.1% 廃棄物の現状等に関する情報提供

ごみを減らす工夫など、循環型社会の構築に向けて私た

ちができる行動に関する情報提供

企業側で、長期間利用が可能となるような製品やリサイク

ルが容易な製品の開発を進めるための制度の構築

再使用の推進やリサイクル品の使用を促進するためのポ

イント制度などの経済的な手法の導入

修理業やレンタル業など循環ビジネスへの支援

製品の製造等に使用される原材料の減量化やリサイクル

の高度化など技術開発の促進

その他

わからない

N=931

 

結
果
概
要 

・「廃棄物の現状等に関する情報提供」との回答が 7.2%、「循環型社会の構築に向けた行動に

関する情報提供」との回答が 38.3%と、「情報提供」への回答が 45%を超えている。 

過
年
度
調
査
と
の
比
較 

7.2%

6.4%

8.4%

38.3%

39.6%

37.7%

22.3%

19.6%

23.8%

17.1%

16.7%

12.6%

4.7%

5.5%

4.8%

8.3%

9.6%

9.3%

1.0%

1.1%

1.4%

1.1%

1.5%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23年度調査

H22年度調査

H21年度調査

廃棄物に関する現状等に関する情報提供 循環型社会の構築に向けた情報提供

企業が製品開発を進める為の制度構築 ポ イント制度等の経済的な手法の導入

修理業など循環ビジネスへの支援 製品原材料の減量化等技術開発の促進

その他 わからない  
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過
年
度
調
査
と
の
比
較
・
年
齢
別 

7.7

12.3

9.7

6.3

2.3

6.2

9.7

6.3

9.2

7.1

3.7

4.9

15.3

9.7

8.8

7.0

8.1

2.1

43.6

38.1

35.2

40.3

30.7

43.3

43.1

42.2

32.4

34.2

42.2

44.5

40.5

34.3

31.6

39.2

36.2

44.1

17.1

20.0

27.6

17.4

27.8

22.2

18.1

17.2

23.2

18.1

18.2

22.0

14.5

25.4

27.9

20.3

26.8

27.3

17.9

18.7

13.1

18.8

22.2

12.4

13.9

21.9

15.5

17.4

20.3

10.4

15.3

12.7

15.4

13.3

10.1

9.1

6.0

2.6

6.2

6.3

3.4

4.6

11.1

0.8

6.3

6.5

4.3

6.7

3.8

6.7

3.7

4.9

4.7

4.9

5.1

4.5

6.2

8.3

13.1

10.3

5.5

9.9

15.5

9.1

11.0

8.4

5.2

9.6

12.6

10.7

9.1

3.1

2.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳（n=117）
30～39歳（n=155）
40～49歳（n=145）
50～59歳（n=144）
60～69歳（n=176）

70歳以上（n=194）
20～29歳（n=72）

30～39歳（n=128）
40～49歳（n=142）
50～59歳（n=155）
60～69歳（n=187）
70歳以上（n=164）
20～29歳（n=131）
30～39歳（n=134）
40～49歳（n=136）
50～59歳（n=143）
60～69歳（n=149）
70歳以上（n=143）

H
23

年
度

調
査

H
22

年
度

調
査

H
21

年
度

調
査

廃棄物に関する現状等に関する 情報提供 循環型社会の構築に向けた情報提供

企業が製品開発を進める為の制度構築 ポイント制度等の経済的な手法の導入

修理業など循環ビジネスへの支援 製品原材料の減量化等技術開発の促 進

その他 わからない

 

結
果
概
要 

・昨年度と比べると「廃棄物の現状等に関する情報提供」「企業が製品開発を進める為の制度

構築」「ポイント制度等の経済的な手法の導入」との回答が増加し、「循環型社会の構築に

向けた情報提供」との回答が減少しているが、全体的な回答傾向はほぼ同じとなっている。 
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（6）この 1 年間での意識の変化 

 

設
問
・
今
年
度
調
査
結
果 

問 22 以下の項目について、この 1 年間で意識の変化はありましたか。 

21.2%

33.0%

36.1%

27.5%

28.5%

56.4%

51.8%

50.7%

54.6%

54.1%

22.4%

15.1%

13.1%

18.0%

17.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごみの処理や最終処分場に関する問題意識

が強くなった

家庭から出すごみをなるべく少なくしようという

意識が強くなった

今ある物を大切に使ったり、長く繰り返し使え

たりする物を選ぶという意識が 強くなった

リサイクルに対する関心が強くなった

貴重な資源を回収することに対する関心

が強くなった

とてもそう思う 少しそう思う そうは思わない

結
果
概
要 

・この 1 年間での強くなった意識としては「今ある物を大切に使う・長く繰り返し使える物を

選ぶ」が最も大きく、85%を超えている。 
・「ごみの処理や最終処分場に関する問題意識」以外は 80%以上が意識が強くなったとの回答

になっている。 

 

（N=1096） 
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設
問
・
今
年
度
調
査
結
果 

問 23 「ごみの処理や最終処分場に関する問題意識が強くなった」理由。（複数回答） 

48.9 

38.6 

44.6 

43.2 

58.9 

24.6 

24.6 

37.2 

7.3 

1.9 

2.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

東日本大震災

ごみの有料化

レジ袋の有料化

家電のリサイクル料金

地球温暖化問題

中国のレアメタル輸出制限

国際的な資源の獲得競争の激化（資源価格 の高騰）

マイバックキャンペーン

学校や自治体での教育、講座など

その他

わからない

（%）

結
果
概
要 

・「地球温暖化問題」が最も多く 58.9%となっており、次いで「東日本大震災」の 48.9%となっ

ている。 

今
年
度
調
査
結
果
・
男
女
別 

42.4 

33.4 

39.8 

41.9 

53.7 

27.2 

27.0 

29.8 

8.0 

2.3 

3.6 

54.4

43.0

48.6

44.3

63.3

22.3

22.6

43.4

6.7

1.5

2.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

東日本大震災

ごみの有料化

レジ袋の有料化

家電のリサイクル料金

地球温暖化問題

中国のレアメタル輸出制限

国際的な資源の獲得競争の激化（資源価格の高騰）

マイバックキャンペーン

学校や自治体での教育、講座など

その他

わからない

(%)

男性 女性

今
年
度
調
査
結
果
・
地
域
別 

47.9 

66.7 

58.3 

60.9

44.9

65.2

55.2

34.4

59.5

38.7

53.3

58.0

41.0

43.3

62.7

52.5

54.2

50.8

62.9

34.3

62.9

43.8

46.9

53.1

0.0 20.0 4 0.0  60.0 80 .0 

東日本大震災

レジ袋の有料化

地球温暖化問題

(%)

北海道 東北地方 関東地方 中部地方 近畿地方 中国地方 四国地方 九州地方
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設
問
・
今
年
度
調
査
結
果 

問 24 「家庭から出すごみをなるべく少なくしようという意識が強くなった」理由。（複数回答） 

35.8 

41.4 

38.7 

31.0 

50.5 

13.0 

16.0 

31.9 

7.2 

1.8 

3.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

東日本大震災

ごみの有料化

レジ袋の有料化

家電のリサイクル料金

地球温暖化問題

中国のレアメタル輸出制限

国際的な資源の獲得競争の激化（資源価格の高騰）

マイバックキャンペーン

学校や自治体での教育、講座など

その他

わからない

（%）

結
果
概
要 

・「地球温暖化問題」が最も多く 50.5%となっており、次いで「ごみの有料化」の 41.4%となっ

ている。 

今
年
度
調
査
結
果
・
男
女
別 

32.7 

36.7 

34.1 

32.9 

46.4 

15.8 

17.9 

27.1 

8.2 

1.9 

3.5 

38.4

45.3

42.6

29.3

54.1

10.7

14.5

36.0

6.3

1.8

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

東日本大震災

ごみの有料化

レジ袋の有料化

家電のリサイクル料金

地球温暖化問題

中国のレアメタル輸出制限

国際的な資源の獲得競争の激化（資源価格の高騰）

マイバックキャンペーン

学校や自治体での教育、講座など

その他

わからない

(%)

男性 女性

今
年
度
調
査
結
果
・
地
域
別 

70. 6 

43.1 

49.0 

48.7

43.6

53. 8

38. 7

29. 1

52. 5

36.1

43. 4

50.6

36. 9

40. 9

47.7

40.0

51. 7

51. 7

32.4

32.4

56. 8

47.7

43.0

44.9

0.0  20.0 4 0.0 60.0  80.0 

ごみの有料化

レジ袋の有料化

地球温暖化問題

(%)

北海道 東北地方 関東地方 中部地方 近畿地方 中国地方 四国地方 九州地方
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設
問
・
今
年
度
調
査
結
果 

問 25 「今ある物を大切に使ったり、長く繰り返し使えたりする物を選ぶという意識が強くな

った」理由。（複数回答） 

35.9 

33.9 

25.3 

39.0 

45.4 

16.4 

21.4 

23.0 

6.4 

3.4 

4.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

東日本大震災

ごみの有料化

レジ袋の有料化

家電のリサイクル料金

地球温暖化問題

中国のレアメタル輸出制限

国際的な資源の獲得競争の激化（資源価格 の高騰）

マイバックキャンペーン

学校や自治体での教育、講座など

その他

わからない

（%）

結
果
概
要 

・「地球温暖化問題」が最も多く 45.4%となっており、次いで「家電のリサイクル料金」の 39.0%
となっている。 

今
年
度
調
査
結
果
・
男
女
別 

31.1 

30.2 

23.7 

37.1 

44.5 

22.6 

25.8 

20.5 

6.7 

3.7 

3.9 

40.0

37.1

26.6

40.5

46.1

11.2

17.8

25.1

6.2

3.1

4.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

東日本大震災

ごみの有料化

レジ袋の有料化

家電のリサイクル料金

地球温暖化問題

中国のレアメタル輸出制限

国際的な資源の獲得競争の激化（資源価格の高騰）

マイバックキャンペーン

学校や自治体での教育、講座など

その他

わからない

(%)

男性 女性

今
年
度
調
査
結
果
・
地
域
別 

30.0 

34.0 

40.0 

49.4

39.2

51.9

40.1

28.6

48.3

29.9

46.7

46.1

29.9

42.2

42.2

41.0

54.1

45.9

41.7

41.7

38.9

30.6

43.2

40.5

0 .0 2 0.0  40.0 60 .0 8 0.0  

東日本大震災

家電のリサイクル料金

地球温暖化問題

(%)

北海道 東北地方 関東地方 中部地方 近畿地方 中国地方 四国地方 九州地方
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設
問
・
今
年
度
調
査
結
果 

問 26 「リサイクルに対する関心が強くなった」理由。（複数回答） 

32.0 

37.3 

30.6 

42.2 

48.6 

18.2 

24.0 

27.0 

8.3 

2.6 

3.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

東日本大震災

ごみの有料化

レジ袋の有料化

家電のリサイクル料金

地球温暖化問題

中国のレアメタル輸出制限

国際的な資源の獲得競争の激化（資源価格の高騰）

マイバックキャンペーン

学校や自治体での教育、講座など

その他

わからない

（%）

 

結
果
概
要 

・「地球温暖化問題」が最も多く 48.6%となっており、次いで「家電のリサイクル料金」の 42.2%
となっている。 

今
年
度
調
査
結
果
・
男
女
別 

28.9 

33.5 

27.4 

42.8 

47.2 

23.2 

29.1 

22.7 

9.3 

2.4 

2.7 

34.7

40.4

33.3

41.6

49.8

14.1

19.8

30.6

7.6

2.7

4.3

0.0  20.0 40.0 60.0 80.0 

東日本大震災

ごみの有料化

レジ袋の有料化

家電のリサイクル料金

地球温暖化問題

中国のレアメタル輸出制限

国際的な資源の獲得競争の激化（資源価格の高騰）

マイバックキャンペーン

学校や自治体での教育、講座など

その他

わからない

(%)

男性 女性
 

今
年
度
調
査
結
果
・
地
域
別 

68.0 

42.0 

46.0 

39.5

46.1

46.1

31.0

35.4

50.2

39.0

43.5

49.4

41.0

44.4

51.4

37.3

44.1

40.7

21.1

50.0

50.0

35.5

47.7

46.7

0.0 2 0.0  4 0.0  60 .0 80 .0 

ごみの有料化

家電のリサイクル料金

地球温暖化問題

(%)

北海道 東北地方 関東地方 中部地方 近畿地方 中国地方 四国地方 九州地方
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設
問
・
今
年
度
調
査
結
果 

問 27 「貴重な資源を回収することに対する関心が強くなった」理由。 

29.0 

25.9 

22.2 

32.3 

43.4 

38.5 

33.3 

18.8 

7.0 

2.0 

3.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

東日本大震災

ごみの有料化

レジ袋の有料化

家電のリサイクル料金

地球温暖化問題

中国のレアメタル輸出制限

国際的な資源の獲得競争の激化（資源価格の高騰）

マイバックキャンペーン

学校や自治体での教育、講座など

その他

わからない

（%）

結
果
概
要 

・「地球温暖化問題」が最も多く 43.4%となっており、次いで「中国のレアメタル輸出制限」の

38.5%となっている。 

今
年
度
調
査
結
果
・
男
女
別 

29.2 

20.7 

18.1 

32.5 

37.3 

44.9 

37.3 

16.6 

7.4 

2.1 

3.6 

28.7

30.4

25.8

32.0

48.8

32.9

29.8

20.7

6.6

1.9

3.9

0.0 20.0 4 0.0 60 .0 80 .0  

東日本大震災

ごみの有料化

レジ袋の有料化

家電のリサイクル料金

地球温暖化問題

中国のレアメタル輸出制限

国際的な資源の獲得競争の激化（資源価格の高騰）

マイバックキャンペーン

学校や自治体での教育、講座など

その他

わからない

(%)

男性 女性
 

今
年
度
調
査
結
果
・
地
域
別 

39.6 

29.2 

33.3 

48.7

38.2

36.8

40.2

38.8

36.6

43.7

44.9

28.5

43.7

36.6

34.5

47.5

32.8

31.1

60.0

34.3

42.9

41.3

39.4

25.7

0.0 2 0.0 4 0.0 6 0.0 8 0.0 

地球温暖化問題

中国のレアメタル輸出制限

国際的な資源の獲得競争の激化（資源価格の高騰）

(%)

北海道 東北地方 関東地方 中部地方 近畿地方 中国地方 四国地方 九州地方
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（7）回答者属性 

 

F1 あなたの性別を教えてください。 F2 あなたの満年齢はおいくつですか。 

男性

48.4%
女性

51.6% N=1096

 

20歳～29歳

13.6%

30歳～39歳

17.3%

40歳～49歳

16.0%50歳～59歳

15.8%

60歳～69歳

17.6%

70歳以上

19.9%

N=1096

 
F3 あなたの職業は何ですか。 F4 あなたがお住まいの地域はどこですか。 

会社員
（管理職）

5.4%

会社員
（技術職）

7.0%

会社員 （一般職・

事務職）
13.0%

契約社員・嘱託社員・
派遣社員

3.5%

自営業 （農林漁業）
0.9%

自営業 （商工サー
ビス業・自由業）

7.8%

専門職（医師・
弁護士・教師など）

2.2%公務員・

団体職員
3.0%

パート・

アルバイト
11.0%

学生
3.6%

専業主婦
25.1%

無職
14.8%

その他
2.6%

N=1096

 

北海道

5.3%
東北

7.6%

関東

31.7%

北陸
2.7%

東山

3.0%

東海

12.0 %

近畿

15 .9%

中国

6.6%

四国

4.0%

九州・

沖縄
11.3%

N=1096

 

F5 あなたがお住まいの都市規模について教えてくだ

さい。 
F6 現在同居しているご家族の人数は、あなたを含めて

何名ですか。 

政令指定都市

24.9%

東京23区

特別区
9.8%

人口20万人

以上の市

25.5%

人口20万人

未満の市
26.9%

町村

7.0%

わから

ない
5 .9%

N=1096

 

1人

16.1%

2人

34.8%3人

21.9%

4人

17.5%

5人
6.3%

6人
2.4%

7人以上
1 .0%

N=1096
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F7 あなたのご家庭の世帯年収について教えてくだ

さい。 
F8 あなたが最も関心がある環境問題を 1 つだけお選び

ください。 

～200万円
8.9%

200万円
～399万円

25.8%

400万円

～599万円
23.3%

600万円

～799万円

11.7%

800万円

～999万円
8.2%

1000万円
～1499万円

4.9%

1500万円～
2.0%

答えたくない・

わからない
15 .1 %

N=1 096

 

水質汚濁
5.4% 森林の減少

9.3%

地球温暖化
43.6%

大気汚染
5.9%酸性雨

0.6%

ごみ（廃棄物）
10.1%

砂漠化
1.6%

生物多様性が
失われること

3.6%

有害化学物質
6.1%

騒音・振動
1.1%

土壌汚染

2. 6%

地盤沈下

1. 4%

悪臭

0.3%

その他

3. 0%

特に関心の

あるものはない
3.1%

わからない

2.1%

N= 1096

 

 


